
計画策定／啓発・普及／  実践活動  
生態系保全／水質保全／景観・生活環境／  水田貯留 ／資源循環 
水田貯水機能向上／配水機能向上／地下水かん養機能向上／  水源かん養林保全  

（４）水源かん養林等の保全 

地下水かん養の便益を受ける地域が上流域の地域と連携を取りながら、水源

かん養林を対象にした保全活動を行うこと。 

 

 
 
【活動のねらい】 

 

かんがいに必要な水源を持続的かつ安定的に利用

するために、水源かん養林を保全することが大切で

す。 
 

 

 

 

【活動の内容】 

一般に、多様な樹種で構成され、地表面にも良く日光

低木が良好に生育している森林では、保水力が大きく水

 水源かん養林で保全活動を行う場合は、樹種やその他

容を検討する必要があります。また、森林内での活動は

あるとともに、森林所有者の承諾が必要不可欠です。こ

林が所在する市町村等によく相談することが大切です。

 

【配慮事項】 

森林内での活動には大きな危険が伴う場合があります

なく、踏み落とした石等が他の活動者を傷つけたり、

ズメバチやクマに襲われる危険や、道に迷う危険、ツ

このため、活動の際の安全確保は、責任者等の他人任

確保するという心構えが非常に重要です。 
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森に降る雨は大切な水資源となる
が届き、木々の下層部で多様な草花や

源かん養機能が高いといわれています。 
の植生、気象条件等によって活動の内

、法律等で様々な規制を受ける場合が

のため、活動に際しては、水源かん養

 

。足場の踏み抜き等による怪我ばかりで

死亡させるケースもあります。また、ス

タウルシ等にかぶれるおそれもあります。 
せにすることなく、自分の安全は自分で


